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Ｉ．は じ め に
社会的養護を考える場合、子どもに必要な家庭・家族的環境を与え、その成
長過程に生じる個別的ニーズに特定の養育者が継続的に対応していける里親養
育の意義は大きく、里親登録数・委託率を高める方針も打ち出されている
1)
。に
もかかわらず里親登録数が伸びないことについて、その原因や里親養育を支え
ることの必要性に関する研究が進められている。すでに、庄司・他(1998)、湯
沢・岩崎(2004)、木村・芝野(2006)、桜井(1997、2005)等の調査研究は、里親の
ニーズ把握や支援すべき内容を明らかにしている。また、児童福祉施設による
里親支援のあり方については、庄司(2004)が、施設と里親の相互連携の方向性
を示している。さらに、庄司(2009)は、国内外の文献研究と児童相談所、施設、
里親への現状に関する調査研究とともに、里親不調の要因解明への足がかりを
提供し、里親のコンピテンスやマッチング、委託後の支援体制の充実など今後
の制度推進のための示唆を与えている。そして庄司(2010)らにより里親に求め
られるコンピテンス形成とその評価に関する研究も始められている。また、湯
沢(2004)による国際比較研究や、庄司(2008)により、Colton, M., Williams, M.
(1997)の国際比較研究の翻訳も行われ、里親制度の日本での特徴が明らかにさ
れてきている
2)
。これらの研究は、主に文献研究や統計学的手法を用いた調査研
究により、支援すべき主な内容を網羅し、必要な支援の一般的傾向の把握を可
能にした。そして、里親研究を開発し、里親研究の基盤形成に大きく寄与して
いる。今後の課題は、これら研究を踏まえ、里親養育が独自に持つ構造的特質
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(プライベートな領域での公的養育)に関する研究やその独自性を認識した支援及
び委託児童の成長過程に即応した支援等の方法について明らかにする必要があ
ると考える。近著の世界の子どもと母性(【特集】里親支援)誌上で、庄司
(2010)、柏女(2010)、宮島(2010)、岩崎(2010)は、里親制度についての現状認識
を述べているが、われわれが進めている個別事例を通しての里親養育の実像把
握を目指す研究から見えてきた成果と一定共有できる方向性(たとえば地域づく
りの重要性の指摘等)が示されており、里親研究をさらに一歩進める視点を見る
ことができる。
Ⅱ．研 究 目 的
本研究は、森本・野澤(2006)の研究論文
3)
の委託児童(里子)の成長過程と社会
的支援に関する研究テーマの継続的・発展的研究である。前回は、受託から就
学までの約 4年間を取り上げたが、本研究は、同じ里子と里親を対象とし、小
学 1年生から 5年生までの 5年間の成長と里親の養育について、その具体像を
示し、里親養育への支援のあり方について示唆することを目的としている。そ
の視点は、①里子の成長を年齢経過及び里親家族のライフサイクルの展開の中
でとらえる、②それら養育環境の変化に伴い里親が何に悩み何に力を注いだの
かを明らかにする、③就学後、地域での養育環境づくりを行う里親の動き等を
記述する、④子どもと里親への社会的支援の方法等を考察する、である。
Ⅲ．研究方法及び倫理的配慮
研究方法は、ある里親宅を、期間をおいて継続的に訪問し、半構造化面接に
よるインタビューで得た里母の語りを再構成して記述し分析するものである。
里母の語る話を ICレコーダーに記録し、逐語録を作成した。 1回のインタビ
ュー時間は、 2時間〜 2時間30分、訪問期間は、就学から 5年生までの 5年間、
インタビュー回数は、13回であった。インタビューは、里父や委託児童(Ａと
記す)が同席することもあったが、主な対象者は里母であった。相談や助言、
評価を一切しないことを条件とした。
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倫理的配慮は、里親(里父、里母)に本研究の目的を説明し、ICレコーダーに
記録する了解をえた。里親には、本論文を手渡し読んでもらい、紙上発表の了
解を得た。また、個人情報の保護から、内容を歪曲しない程度に加工をした。
Ⅳ．Ａの就学後の成長過程─里母の語りを通してみる─
Ａは、実年齢 2歳 9 か月(発達年齢 1歳 8 か月)の時、緊急保護された。受託時
は、体が小さくせており、無表情で能面のような顔、全く生気を感じさせな
い子どもであった。里親家庭は、中高生以上の実子 3 人(実子ａ、実子ｂ、実子
ｃと記す)、小学生高学年の里子(里子Ｂと記す)、夫婦 2人の 6人からなる非血
縁者も同居する家族である。夫婦の養育方針は、どの子も受け入れる、色々な
人との出会いや交流の中で子は育つ必要がある、というものである。幼児期は、
愛着の形成、身辺自立、トラウマの軽減・解消、自己コントロール感の獲得が
課題であった
4)
。本章は、里親の語りをとおして捉えられたＡの小学 1年生から
小学 5年生までの成長過程を、里親家族の様子や地域社会との関係を重視して、
学年別に整理し記述したものである。なお、記述に際しては、できるだけ里母
が語った口調を再現するように試みた。
⑴ 小学 1年生(受託してから 3 年 9ヶ月〜 4年 8ヶ月)
就学後に持ち越したＡの課題は、排便の未自立、少食と偏食であった。登校
する朝、布団の上で着替えさせてーと掌をヒラヒラさせる日もあり、里母
はパンツも脱がしたろーと冗談を交えて、着替えを手伝った。また就寝時
は、里母のＴシャツを必ず首に巻きつけ、里母と 1枚の布団で眠り、登校前に
は、それを玄関まで持ち出し、匂いをツンと嗅いで出かけた(小学 3 年後半
まで続く)。学校では担任教師から、クラス一番のガキ大将と言われ、帰宅後は、
友だちの家に里母の送迎で遊びに行くという毎日であった。しかし、ある朝の
登校途中、同級生よりＡは△△！と言われた。帰宅後その事をＡから告げ
られた里母は、即座にＡは、△△ではないと応え、学校に連絡した。児童
に注意がなされたが、里母は、親が子どもにどんなふうに里子について説明し
たのか、と思った。Ａの様子に、特別な変化はなかったが、その頃から登校時
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間になっても、すんなりと家を出ない日が続いた。里母は車で送り甘やかし
かなとも思っていますと生徒指導主任
5)
に相談したところ、それくらい甘
やかしてもいいじゃないですか。これまで十分に傷ついてきた子だから、これ
以上学校で傷つかないようにと思います。頑張りますと返答があり、心強く
感じた。夏休みに入り、Ａと里子Ｂがトイレに二人して入ることがあり、目撃
した里母は、真剣に向き合い、𠮟った。しかしその後、Ａは不安定になること
はなかった。それからトイレで排便できるようになり、 1週間に 2〜 3回の便
通となった。トイレからおかあさーん、ウンチでたと里母に知らせ、二人
で処理する(流す)ということが繰りかえされた。そして、夏休み明けに、同じ
学区内に住むきょうだいの短期里親を引き受けた。きょうだいが来た当初は、
彼等と一緒にＡは集団登校したが、登校途中で動かなくなり、近隣の住民が里
親に連絡した。その後、里母は同伴登校し、Ａの要望で給食前には迎えに行き、
ファミリーレストランで、昼食を摂る日々が、 1ヶ月半続いた。 3 人のきょう
だいは、 3学期終了時に施設への措置変更となった。また、同居して介護して
いた義母(里父の母)の入院する施設が決まった。
⑵ 小学 2年生(受託してから 4年 9ヶ月〜 5年 8ヶ月)
登校時は里母が送り下校時は自分で帰って来た。帰宅後は、友人宅に遊びに
行ったり友人が来たりであった。また、里子Ｂの学習ボランティアであり家事
援助の人
6)
と遊び、勉強し、その人の家に里子Ｂと泊まりに行くという体験も
した。里母は、年度末から体調不良を訴えていたが、専門医を受診すると、う
つ病と診断された。朝、子ども達を登校させると横になった。日中だけでなく
夜中に覚醒した時もＡの将来はどうなるのだろうかという不安で頭の中が
一杯だった。昼間は、実子ａと電話で話すことで気持ちを紛らわし、時には買
い物や家事の代行を依頼した。夕方からは、下校した里子Ｂ、実子ｂ、実子ｃ
らが手伝い、Ａの生活が大きく変わることはなかった。完全に回復するには、
2年を要した。
ところで、小学校では 2年生の 3学期に子どもの成育史の学びが設けられて
いる。Ａが園児の時、送迎した里母に他の園児がおばちゃんは、誰のおばあ
ちゃんなの？と尋ねられた体験があった。すでに50代半ばの里母は他児の母
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親より年取って見える。Ａが里母の年齢等から出生に疑問を持ち話題になった
ら、自然な流れの中で真実告知をしようと思っていたが、そうはいかない。Ａ
の心理的サポートのしやすい夏休みにと考え、里母とＡの二人だけで入浴した
時、Ａには生んでくれたお母さんがいると告知した。Ａはへぇ！お母さ
んに会いたいと即答した。その後、母子手帳を一緒に読んだ。Ａが母子手帳
を見たいと言う時にはいつでも、一緒に見た。そして、児童相談所のソーシャ
ルワーカーに実親宅を訪問して、実親の今の生活状況や実母のＡへの気持ちな
どの把握と、Ａとの面会の可能性の有無などについて検討してほしいと依頼し、
3学期末に実現した。その時の実親の様子・反応は、里母に報告され、Ａと実
母との気持ちの溝は里母の想像以上に大きいと感じた。
⑶ 小学 3年生(受託してから 5年 9ヶ月〜 6年 9ヶ月)
Ａは、集団で登下校し、帰宅後は、友人宅と自宅を往来した。広い学区で交
通量が多いので、里母や実子ａが送迎した。夏休み前に、近所に子ども(友Ｓ
と記す)のいる家族が転居してきた。これまで夏休みは、里子Ｂに遊んでもら
っていたが、友Ｓと遊ぶようになった。友Ｓは地域のスポーツ少年チーム(ス
ポ少と記す)に入部した。その影響を受け、Ａも入部したいと幾度も里母に請う
ようになった。しかし、里母は、受託時のＡの印象や運動会で走る姿から、入
部の許可に躊躇した。担任教員に相談すると、運動能力はかなりあると言われ
たが、実子ｃのスポ少入部の経験から、練習の厳しさを知っていたので、何度
もＡの意思確認をしてから、 1ヶ月後に入部を許可した。学校、帰宅後と常に
行動をともにする友Ｓとは、お互いが親友と言い合う仲となった。二人がじゃ
れあって遊ぶ姿が見られた。この頃から、寝る時は首に巻きつけ、登校時は玄
関先まで持ち出した里母の着古したＴシャツを放置するようになり、廃棄でき
た。Ａは、おかあさん(里母)には、200歳まで生きてほしいと言うことがあ
った。うつ病でＡの将来ばかり口走っていたので、Ａが心配していたのかもし
れないと思いつつ、おかあさんは、鶴かいな、亀かいな等と言って応えた。
友ＳとＡとの交流は、自然と家族同士の付き合いに発展し、友Ｓの母が夜間
に家を空ける時は、友Ｓが里親宅で過ごし、練習の送迎当番を友Ｓの母に代行
してもらう等、助けあうようになった。スポ少の本試合を迎えて、Ａはスポ少
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連盟に名前を登録することになった。これまで里親名を通称としていたが、本
名登録の必要があった。スポ少の保護者には、Ａの事情をある程度は説明して
いた。また、真実告知後、病院受診の健康保険証を必要とする時に、里母は
大事な時は、○○ではなく、本名を使うんよと教えており、Ａは納得して
いた。しかし当日、本名がアナウンスされると、仲間がどよめき、付き添った
保護者が、Ａの心情を心配して、里母に連絡をいれた。帰宅後のＡは、いつも
と変わらずであった。しかし、自主的に保護者らは、里親・里子について子ど
もらの理解を図ろうと、里子主人公のビデオを回覧した。また、スポ少連盟に、
里親名での登録が出来るように役員らが掛け合った。学校では、里子って、
なんやと聞いてくる同級生もいた。里母は、Ａの頑張っている姿を是非とも
実母に知らせたいと強く思い、児童相談所のソーシャルワーカーに、実母を訪
問することを依頼したが、実現しなかった。里母は、仕事をやめ、地域にある
福祉関係団体の会合に出席する等、地域社会での交流を広げはじめた。年度末
には受託後初めて、里母はＡを家に残して 1泊 2 日の旅行に出かけることが出
来た。帰宅後にＡが 1泊 2 日でスポ少の遠征試合に出かけた。宿での食事をき
れいに食べきり、付き添った保護者からどうやってしつけると、好き嫌いが
なくなるのかと尋ねられ、家では偏食なのにとＡの頑張っている一面を見た
思いがした。
⑷ 小学 4年生(受託してから 6年 9ヶ月〜 7年 8ヶ月)
ピアカウンセリング
7)
を児童福祉施設で実施し、それに参加したことから、
ある幼児の週末里親を引き受けた。スポ少の練習は厳しくなり、入浴中にな
んで自分はスポ少入ったんやろうと弱音を吐いたが、その度にどうしても
スポ少はいりたいと言ったのはＡ。おかあさんがＡに頼んだわけでないと応
えた。これから大変なことはいくらでもある、嫌になったら止めるというので
はいけないという考えからだ。この頃、Ａは下着を便で汚すことがあった。入
浴時にパンツを浴室で脱ぎ、里母に手渡し洗ってもらった。学校では、地図の
見方を習った。家庭訪問時に担任が地図帳を出して、○県をよーく見ていま
す。どうしてでしょうかと尋ねられた。家でも地図帳を持ち出し、出生病院
の所在地を探していた。里母は縮尺の大きい地図を買い与え、いつかＡと一緒
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に病院を訪問しようと決意した。Ａはスポ少の練習に弱音を吐きつつも、日常
生活は、スポ少中心であった。スポ少の練習用の道具の買い替えは、多忙な里
親に代わり友Ｓの親が、出かけてくれた。ある日、友Ｓの親から夕食を誘われ
た。里親家庭は、夕食は自宅で家族一緒に食べるというルールがあった。帰宅
したＡは友Ｓと一緒にご飯たべてきたかったわ。うちに帰ってきたくなかっ
たわと不満をぶつけた。それに対して里母は、そんなに他の家がよかった
ら、ずーっとそこにいたらいい…とＡと同年齢の頃に実子ｃをゲーム機のこ
とで𠮟ったのと同じ口調・内容でＡを𠮟っていた。Ａは、素直に謝り、その後
に跡を引くことがなかった。里母は気遣うことなくＡに接している自分に気づ
いた。
○月より毎週、児童福祉施設より受け入れていた幼児は、夏休みから養育里
親委託児(里子Ｃと記す)となった。非常に活発な里子Ｃを連れては、Ａのスポ
少の練習を見に行けなくなった。スポ少保護者がＡの練習の様子を報告してく
れたり、実子ｃが時々見にいってくれた。里子Ｂは、幼児の世話をするが、Ａ
はしない。なんか知らんけどストレスたまる、おかあさんのところに行き
たいけれど、暑いからくっつけへんわ、牛乳飲まんとこ、こうやって、ずー
と小さいままでいるもんといい、Ａは里子Ｃに里母を取られまいとした。こ
れまで里母と一つの布団で寝ていたが、里子Ｃに場所を譲り、もう一つ布団を
並べて寝るようになった。この頃も下着を汚し、入浴時には里母に手渡し、洗
ってもらった。里母は、ストレスがたまると、便通に現れると解釈するように
なった。またこの頃、実子ｂの結婚が決まり、その準備で多忙となった。
里母は、毎日の生活に終われ、Ａはスポ少の練習と試合で忙しく、実母の話
題はなかったが、里母との入浴時に自分は長男やろかと呟いたことがあっ
た。散髪屋に行った時、店主が、きょうだいの頭の形は似るという話をしてい
たらしい。里母は、Ａは口には出さないが、実母だけでなく、きょうだいのこ
とも考えているんだなとＡの複雑な心中を知った。日常生活の中で里子Ｂの実
親のことが話題となったり、実親との外出・外泊もある。里子Ｂが実親家庭で
誕生日を祝ってもらった時、Ａは自分も○歳の誕生日に、お母さんにあう
と里母に言ったが、Ａと実母との交流は、実現には程遠い。Ａにも泊まりに行
くところがあったら実母への気持ちが紛れるのではないかと思い、幼児の頃か
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ら実子ａ夫婦の間で寝ることがあり、別居後も泊まりに行くことがあったので、
里子Ｂが実親宅に外泊等する時は、実子ａ宅にＡを泊まりに行かすことが、里
母と実子ａの間で、暗黙の了解となった。
⑸ 小学 5年生(受託してから 7年 9ヶ月〜 8年 9ヶ月)
里子Ｃの終日の養育は年齢の高い里母には体力的に厳しい。復職することで
里子Ｃの保育所入園が決まった。この頃、障害児施設より、知的障害と自閉症
の重複障害児(週末里子Ｄ)の週末里親の受け入れ打診があり、隔週で引き受け
た。送迎には、里子らも車に同乗させた。家族みんなで週末里子Ｄを連れて地
域の運動会にも参加した。地域住民は、好奇な視線を向けることなく、種目へ
の参加を誘うなど温かく仲間に入れてくれた。また、面識のない住民から、
お互いに頑張りましょうとの声をかけられた。里子Ｂは、関わり方を工夫
して面倒をみた。Ａは、特別に関わりはしないが、就寝時に里母の隣を譲り、
別室で里子Ｂと寝た。里母は、子どもは色々な人と出会い関わりながら育って
いると実感した。週末里子Ｄについては、ずっと一緒に暮らすのは嫌だと
Ａが言ったことも考慮して、不定期に受け入れることにした。
学校でパソコンの使い方を習ったＡは、自宅パソコンから偶然自分の措置理
由を知った。Ａは、学校からの配布物を全く里母に渡さなくなった。そして、
時には大きな体で里母の膝の上に乗ってきた。スポ少の練習は、身体症状を訴
えて休む日が 3週間続いた。里母は、友Ｓの母親に相談して監督のところに行
った。監督からは特別な配慮はできないとの返事であったが、練習を休む時は、
Ａに電話させるようにという指示があった。Ａは自分では連絡しにくいのか練
習に行くようになった。そして、練習試合ではベンチ待機が多かったが、選手
としての出場回数が増え、続けて練習に行くようになった。また、近隣に住む
親族が集まっての夕食時に、Ａが自分は、どうしてお母さんの顔を覚えてな
いんやろうかと言うことがあった。里子Ｃの年齢がＡ受託時の年齢と近似す
るが、里子Ｃは里母等の顔を識別できている様子を見てのことであった。里母
は、Ａは発達が遅れてたから仕方ないと応え、実子ｂの伴侶は自分も 3
歳で父親と別れたが、全く父親の顔を覚えてないよとフォローした。また、
里子Ｂが実母と出会う姿を見て、ボクも、お母さんに会いたいと泣いた。
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このような様子を心配した里母は、学校でのＡの様子が気になり、担任に相談
すると 2年生の時と比べたら、ものすごく逞しくなりましたよと言われ、
若干安心した。そして、実母にＡのことを知らせたいとの思いが強くなった。
児童相談所のソーシャルワーカーは毎年のように担当が変わるので、里親とし
て、ずーっと育ててきた自分の方がＡの様子を上手く伝えられるという思いか
ら、ソーシャルワーカーが実親宅を訪問する時に、自分も一緒に行きたいと思
った。
里母は、里親・里子同士の仲間つくりが重要と考えて、里親会等の催し物に
積極的に参加している。恒例の夏休みの里親会のキャンプ
8)
にも、毎年参加し
た。しかし、この年はスポ少の試合日と重なり二者択一を迫られ、Ａの決断は
スポ少の優先だった。いつの間にか排便は、 2日に 1回の周期となり、下着を
汚すこともない。里子Ｃの世話もしている。学校で実施した健康診断の結果表
を見ながら、Ａが好きな物だけ食べてるから。注意項目が結果としてでてい
るわといった会話の後、家庭でもＡ自らが偏食を治そうと努力し始めた。
スポ少では、試合で選手として出場できる回数の少ないことを自分は、み
んな程ボールが飛ばんからやと弱音をはいたが、実子ｃのお前は、みんな
よりボールが飛ぶように練習してるか。頑張って監督をみかえしたれの言葉
に促され、実子ｃのコーチで練習をはじめた。
Ⅴ．養育環境の揺らぎと里母・里子への支援
本章は、Ａの就学後の成長過程に伴う課題や出来事に対して、どのように家
族や地域社会がＡと里母を支援したかという観点から記述した。また、Ａの成
長過程における家族の状況と支援の実際との関係を表 1─Ａの育ちへの支援
状況として整理した
9)
。
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里子Ｂ中学校進学
4 歳 7 ヶ月( 1年 9ヶ月)
保育所入所
2 歳11ヶ月( 1ヶ月)
里母に抱きつく
②
家族の状況
Ａ の 様 子
(受託期間)
表 1─Ａの育ちへの支援状況
実子ａ出産．一時的に母子同居
3 歳 6 ヶ月( 8ヶ月)
じっと座り込み険しい表情を見せる
5 歳 2 ヶ月( 2年 7ヶ月)
赤ちゃん返りの始まり
④
3 歳( 2ヶ月)
家族以外の人と関わる
実子ａは在宅・未婚．実子ｂは就職，実
子ｃは学生，委託児童Ｂ(里子Ｂ)は小学
生，里母・里父は就労
2 歳10ヶ月(受託時)
ほぼ無言．基本的生活習慣未自立
①
実子ａ母子は自宅に帰る．介護の必要な
義母の同居
6 歳 7 ヶ月( 3 年 8ヶ月)
発達の遅れをほぼ取り戻す
実子ａ結婚．実子ｃ高校受験
3 歳 8 ヶ月(10ヶ月)
保育所入園と退園．同年齢時と遊ぶ．
プールを楽しむ③
小学 1年生( 3 年 9ヶ月)
排便の未自立・偏食・少食．起床時に里
母に甘える．里母のＴシャツを心の杖に
する．
Ａは△△と言われる．
不登校傾向．
トイレ事件．
⑤
義母の入院．
実子ｃ大学入学．
里子Ｂ高校進学．
里母うつ病と診断される
小学 2年生( 4年 9ヶ月)
里母のＴシャツを心の杖にする．不安定
登校．真実告知．母子手帳を見る
⑥
転居．里父事業拡張．
里母の仕事量が増える．
きょうだいの短期受託( 3 人)．
義母の入院施設を探す．
里母体調不良を訴える．
きょうだいの措置移管．
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地域社会からの支援家族の支援
支 援 内 容
(＊表内のａ〜ｉについて，表下の【注】で説明する) (1)
里母の知人が自転車後部にＡを乗せ２時間
遊んでくれる．
ａ専門の発達相談員の発達検査・助言，保
育所入園の相談
Ａの赤ちゃん返りを見守る．措置時のＡの
小さい靴下を見せる．
里母職場がＡの同伴を認める．近所の子ど
ものいる家庭がＡを受け入れる．
被虐待児に理解があり，音楽教育に力をい
れている保育所入園
里母による保育所への送迎
先輩里親からの試し行動は，絶対におわ
りはくるの助言
里親会にＡと参加．他の里親と交流すき，すきメッセージ．身体接触，室
内で靴を履いての行進．おもちゃを持ち込
んでの入浴．手枕による里母の添い寝．ベ
ビーカー持ってのＡとの散歩．トイレット
トレーニング，水分の補給調整，深夜のト
イレ誘導，過食を容認しつつの調理の工夫，
実子ａと里子Ｂ(夏休み中は終日)が昼間養
育．里子Ｂは，下校後Ａの遊び相手となる．
実子ｃは，車での買い物の時に，同乗する．
里父の肩車．
ａ専門の発達相談員に発達検査を受ける
風邪の診察つでに小児科医に排便未自立の
相談
保育所入園( 3 ヶ月で退園)．登園時は，担
当保育士が抱っこで受け入れる．
就寝時里親不在の時，実子ａ夫婦の間で川
の字で寝る．
ｇ学習ボランティア／家事援助(里子Ｂ対象)
心理職員派遣 1回／ 1週の訪問(里子Ｂ対象)．
里親子の夏休みキャンプ参加．ｆ里親会出席．
児相児童福祉司の 1回／ 1年の年末の訪問．
ｈピアカウンセリングに参加．里親研修参加．
実子ａ(結婚・独立)が里母の電話相手と訪
問による家事援助．
児童相談所に実親の訪問を要請．
朝の登校時は里母が送る
登校する時，上級生からの誘いかけ．
ｂ県・心理職員派遣事業で，隔週訪問(里
子Ｂ対象)．
ｃ入学に際し地域里親会が関係者会議を開催．
不登校に対する担任と生徒指導主任の理解．
生徒指導主任は，里母のＡ送迎時に里母か
らの相談を受ける．地域の美容師が里親家
庭に理解を示し励ます．ｄ里親会出席．ｅ
里親子の夏休みキャンプ参加．ｆ里親研修
会参加．児相児童福祉司の 1回／ 1年の年
末の訪問．
自治会長，学校を訪問し，里親・里子の説
明．里親会に関係者会議開催の要請．懇談
会・参観日に出席．養護教諭に下着を預け
る．担任教員，生徒指導主任とＡの状況の
共有化を図る．
要保護児童対策地域協議会に出席( 3 人き
ょうだい)．
里母はＡを学校へ送迎．
里子( 5人)が，食事の後片付け等を手伝う．
1 ．地域社会は、どのようにＡを受け入れ理解していったか
就学を前に里母の心配は、排便の未自立、偏食であり、新たな課題は、真実
告知、転居後の地域社会の理解と受け入れ環境の整備であった。地域に対して
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注：ａこの発達検査は，里親の知人によるものであり，児童相談所で実施されたものではない．ｂ平成13年度より
がいき，関係者会議(学校，地域住民，児相等)が開催される仕組みがある．ｄ地域里親会が毎月開催．ｅ県里
ワーカーが企画・運営する．ｆ県の里親支援事業の 1つ． 1月末か 2月初旬に、委託里親と未委託里親に対し
が NPO法人を設立し，実施する．本事例の場合は，同一人物が県事業の家事援助派遣事業の枠組みでも活用
ｉ実子ａは，私的にＡ等を宿泊させるが、里親登録をしており，レスパイト・ケアとしても活用．里子Ｃは，
家族の状況
Ａ の 様 子
(受託期間)
⑧
里母復職．
里子Ｂの就職・独立準備．
委託児童Ｃ(里子Ｃ)保育所入園
障害児Ｄの不定期受け入れ．
里父事業○年記念準備・開催
小学 5年生( 7年 9ヶ月)
措置理由を知り，不安定になる
⑨
里母仕事をやめる．
里母同窓会で 1泊 2 日の旅行参加．
うつ病からの回復．
義母退院
小学 3年生( 5年 9ヶ月)
縄跳びの猛練習
親友ができる．スポ少入部
⑦
幼児の週末里親．
幼児(里子Ｃ)の養育里親．
実子ｂの結婚・独立
小学 4年生( 6年 9ヶ月)
親友ができる．
スポ少中心の生活．
実親への思いがつのる
は、Ａの入学に前後して、自ら自治会長宅に出向き、里親・里子の理解を図っ
た。そして、地域住民には、里親制度を知ってもらい、いざという時に助けて
もらいたい、顔を知らないと頼みにくい、という里親の思いから、里親会に関
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地域社会からの支援家族の支援
県の委託事業として児童相談所が実施．ｃ里親が地域里親会に開催を要請し，地域里親会から児童相談所に連絡
親会の事業の 1つである．年 1回 1泊 2 日でキャンプ等を開催．実質的には，児相の里親指導員(嘱託)と地域担当
て研修会を開催．講師を招き半日．この日の前後に里親同士の懇親会がある．ｇ学習ボランティアは，地域里親会
された．ｈ県の里親養育相互援助事業． 1年に 3 回実施．委託中の養育里親対象．最終回は，児童福祉施設で実施．
レスパイト・ケアの枠組みで実子ａ宅を活用する．
支 援 内 容
(2)
ｉレスパイト利用(里子Ｃ)．
里親研修参加．里親会出席．
スポ少保護者らがＡの練習の様子を伝える．
試合メンバーのレギュラーに入れる回数が
増える．
里母の相談に担任 2年生の時より随分逞
しくなりましたの返答で里母を支える．
児相児童福祉司の 1回／ 1年の年末訪問
実子ａ宅に里子Ａ宿泊．
練習欠席をサッカー監督に相談．
配布物未提出を担任に相談．
実子ａ宅にＡを宿泊させる．
実子ｃがスポ少の練習の相手・指導．
担任教員のＡの運動能力はかなりのもの，
という助言．心理職員派遣 1回／ 1週訪問
(里子Ｂ対象)．里親子の夏休みキャンプ参
加．里親会出席．同級生の保護者から体調
の労い．スポ少保護者による里親理解の自
主的活動．児相児童福祉司の 1回／ 1年の
年末訪問．里親研修会参加．ピアカウンセ
リングの参加．
里母，スポ少入部を担任教員に相談．
何度も里子Ａと入部について話し合う．
実子ｃがスポ少練習の様子を見学．
里母スポ少の様子写真を実親に届けるよう
に児相に依頼．
担任教員が里親会の勉強会に自主的に参加
する．
友Ｓの保護者がスポ少の練習道具購入にＡ
と行く．
スポ少保護者が練習送迎を引き受ける．
民生委員から支援の声かけ(里子Ｃをみて
あげる)がある．児童福祉施設から支援の
言葉(いつでも預かってあげる)がある．里
親仲間から励ましの声かけ(頑張ってるな)
がある．地域の福祉関係施設と交流．里親
研修参加．
里親子の夏休みキャンプ参加．里親会出席．
児相児童福祉司の 1回／ 1年の年末訪問
家族でＡのスポ少の練習を見学・応援．
実子ｂ配偶者自分も父親の顔覚えてな
いとフォローーする．
実子ａ宅にＡが宿泊する．
里子Ｃの保育所申請を行政に要請．
係者会議
10)
の開催を要請した。そこでは、行政の立場から児童福祉司が社会的
養護の意義、里親制度を説明し、民生委員との面識を得た。このことは、里親
が非血縁の子どもを養育する公的な役割を担っていること、里子の抱える背景
等への一定の理解を地域社会につたえる機会となり、相互に顔の見える関係を
築く最初の出会いを作ったのではないだろうか。
また、学校に対しては、小学校 1年(表 1の⑤)入学直後のクラス懇談会や
家庭訪問で、担任教員と生徒指導主任と出会い積極的に懇談した。また、保健
室に出向き、養護教諭に下着を預けるなど、万一の排便の失敗に備えた。授業
参観・懇談会・行事には必ず参加し、常にＡの様子を担任教員と生徒指導主任
とで共有した。このような地域や学校への積極的な働きかけは、協力を得る契
機となったが、登校途中に同級生からＡは△△！と言われるといった予想
外の事態を招いた。この事件を契機にＡは不登校傾向となった。不登校の相談
で、担任教員と生徒指導主任の温かく、頼りになる発言が、里母の不安を緩和
させＡは自分を独占したいんだなとＡの気持ちを慮る心の余裕を与え、ゆ
っくりと二人だけの時間を過ごすことを可能とした。里母は、Ａの卒業まで、
担任教員と生徒指導主任が転任しないことを願った。また、小学 3 年生(表
1の⑦)では、スポ少入部の相談で適切な意見を得られ、小学 4年生(表 1
の⑧)では、担任教員が里親会の主催する里親制度の勉強会に自主的に参加し
てくれた。授業の空き時間に地図帳で△地域を探す理由を話合える関係となっ
た。また、小学 5年生(表 1の⑨)では、措置理由を知ったＡの態度を心配し
ての相談で、以前に比べて逞しくなったとの担任教員の言葉に、Ａの心の成長
を確認できて虐待を受けたという事実はどうしようもない。それは、ちょっ
と横に置いといて、今のことを大事にしたいと思えた。このことは入学当初
から継続して里母とＡを見守り続けてくれた担任教員と生徒指導主任の存在・
見守り等のあったことが、動揺していた里母とＡを支えたのではないだろうか。
また、地域の 3 人のきょうだいを短期で受託した時、地域住民の好奇の目に、
動揺・緊張したが、地域の美容院でここの人たちは、何をしているかわかっ
たら、ちゃんと協力してくれる人たちだからという言葉に励まされた(表
1の⑤)。そして、うつ病の時は、家族の手助けにより、生活リズム等を崩さ
ずに安定した生活を継続することができた(表 1の⑥)。回復の時期に出会っ
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た保護者から体調は、もういいのですかとの言葉に自分(里母)への好意的
な視線を感じた(表 1の⑦)。里母が、地域社会に里親として受け入れられて
いるという安心感を実感した瞬間であったのではないか。
スポ少への入部後は、本試合の名前登録にかかわり、保護者らの心配や配慮、
行動があった(表の⑦)。この一件以来、里母は、Ａのことを一人で抱え込ま
なくっていいのだと強く思えた。これまで実子ａと同じくらいの年齢の保護者
らに距離を感じていたが、スーッと入っていけた。保護者らは、多忙な里
母に代わり練習試合の送迎や、練習頑張ってるよＡの表情よくなった
なーといったＡへの温かい関心を示した。特に友Ｓの保護者は、練習道具の
購入の世話など、Ａを家族の中に迎え入れた(表 1の⑧)。里母の里親・里子
のことは、わかろうと思ってくれる人たちにわかってもらえればいい、と思え
るようになった。里母は、里親・里子について理解を求める姿勢に気負いが無
くなったようにみえる。
このように就学後のＡの生活・活動は、進級に伴い学校を中心に広がり、家
庭・家族とは異なる場所・人と過ごす時間が増え、人間関係も多様になった。
家族は、里母の家事を援助し相談等の相手になる等で、家庭内の生活の安定を
支え続けた。そして、Ａに起きている出来事の多くは、生徒指導主任・担任教
員等や保護者、近隣住民との日常的な懇談・交流の中で知ることができた。そ
れらを通して里母は、Ａを取り巻く大人の思いやりある関心と配慮を感じ取り、
安心感を持つに至ったと考える。地域の支援的なネットワークの形成とその
パーソナルな繫がりの中で、里母はＡと共に地域に受け入れられていると実感
し、里親であることの自信を持ちつつあるように思える。
2 ．里親家族の変化と支援の実際
Ａの成長に伴い、生活・活動する場所や人間関係は、家庭・家族の外へと広
がりを見せたが、同様に里親家族も、それぞれの家族員が人生の新たな局面を
迎え、家族構成にも変化があった。
まず、受託からＡ就学までの 3 年 8ヶ月間(前章表 1の①〜④)に、実子ａ
は結婚し新たな家庭をつくり、出産して母親となった。実子ｃは高校進学し、
里子Ｂは中学校に進学した。結婚した実子ａ夫婦は、一時期同居し、出産前後
ある委託児童(里子)の成長過程の具体像と里親養育への社会的支援の在り方
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には母子で同居した。また、離れて住んでいた義母の同居があった。実子ａの
結婚で親族が増え、出産前後は、その準備や実子ａの配偶者の実家の出入りが
あった。家族は、これら新たな人員を迎え入れ、家庭の雰囲気は、和んだり緊
張したりした。また、受験の時期は、それなりの緊張感が漂った。
そして、就学しての約 5年間(前章表 1の⑤〜⑨)は、転居からはじまり、
里父経営事業の拡張、地域のきょうだいの短期受託と措置移管、義母の入退院、
里母のうつ病発症、実子ｃの大学受験・入学、幼児(委託児童Ｃ)の受託と保育
所入園、実子ｂの結婚・独立、里子Ｂの就職と独立準備(措置解除)、障害児(短
期委託児童Ｄ)の不定期受け入れ、があった。Ａと里親は、排便未自立、少食・
偏食といった発達上の課題と、真実告知、実親との関係調整といった里子ゆえ
の課題を抱えての新しい地域社会と小学校へのデビューであった。Ａの主な活
動場所は、家庭中心から地域社会・学校へと移行した。スムーズな移行には、
家庭・家族が第一の安全基地として機能すべきことが求められるが、安定した
家庭だけでなく、地域社会・学校からの温かい理解と見守り、受け入れが必要
である。里親は、地域住民の理解を得るために、自治会長など地域で核になる
人たちとの関係者会議の開催を実現した。しかし、 1度の特定の人たちへの説
明だけでは、十分ではない。地域社会・住民への理解・受け入れの浸透には、
里親家族と地域住民との日日の交流をとおしての信用と信頼の積み重ねが必要
であった。また地域のきょうだいを短期里親として受託することによって里親
は要保護児童対策地域協議会等に出席する等の多忙と、このきょうだいの実親
の里親宅への訪問は里母とＡとの関係、子どもたちの間の揺らぎやざわめきな
どをもたらし、里母の心身のアンバランスを招き、うつ病発症要因の 1つとな
ったと考えられる。Ａのおかあさん(里母)には、200歳まで生きてほしい
は、うつ状態の里母への心配の程度を表現しており、養育基盤の危機であった
のではないだろうか。これを支えたのが、家族による家事の代替と心理的支援、
それに教員の対応だった。そして、回復期にあった里母の心身を励ましたのは、
近隣家族との交流や自主的な保護者の行動や配慮だったのではないか。この心
身回復に要した約 2年間は、里親家庭の安定回復に必要とした期間であるとと
もに、地域の住民や保護者等が、地域の仲間、子育て仲間としての里親家庭を
受け入れていく期間として必要であったのかもしれない。
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そして、里子Ｃの受託では、委託前の生活場所であった児童福祉施設から
朝起きて、しんどかったら電話してくださいよ。すぐに、あずかりますか
ら、地域住民の 1〜 2時間だったらあずかるよといったインフォーマル
な支援の申し出や、里親仲間の頑張ってるね。私も、気張らないかんねと
いった励ましがあった。こうした顔の見える関係の中での適時な支援の申し出
等が、里母の心身の健康を支えたのではないだろうか。
このように里親家族は、ライフサイクルを生きており、相互に影響しあい家
庭生活は変化していく。その中で、それぞれの家族員が里親のＡへの養育を支
援している限り、里親家庭は安心できる強力な養育基盤をなしており、支える
資源として機能し続ける。しかし、本事例に見るように、里親による老親の介
護や里親自身の加齢や罹病、子どもの就職・結婚などは、養育基盤の揺らぎや
崩壊の危機となる。実子ｂの結婚と里子Ｂの就職を前に里母がこれからうち
の子らも、自分の道を進む。家族を持つと忙しくなるだろうから、助けてくれ
る人をたくさん地域につくらんとね小さい時から知っていてくれたら、Ａ
が思春期になってフラフラしたら、こら、なにしとるんやと本気でおこっ
てくれるだろうしと語っていたが、この言葉に、家族の支援機能を恒久的な
社会資源として位置づけることに危惧を抱くとともに、地域社会の新たな支援
機能の開発への期待をみることができる。また、家族以外に、Ａと里親を継続
的に見守り続けてくれる人の存在を地域に強く求めていることがわかる。
Ⅵ．本事例から見えてくるもの
以上、本事例から見えてくるものは次の 1〜 6 である。
1．Ａの学童期の成長過程の特徴は、安全基地の確認、真実告知による二人
の母の存在の意識化、自立の兆し、自立と実家族への関心、実母への深まる思
いとアイデンティティ危機の契機等の要因を抱え、それらへの対応がきわめて
重要な意味を持ってきた点にある。これら要因は、成長過程に生じる課題や困
難な局面を予測することを可能とさせ、それらに対する里親と委託児童への支
援のタイミングや方法を示唆する。
2．里親養育の基盤は、基本的に里親家族全員である。Ａの受託時から、実
ある委託児童(里子)の成長過程の具体像と里親養育への社会的支援の在り方
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子や里子Ｂが里親を助け、親密な関係性の環境を構成し、それぞれが養育チー
ムの一員としてＡに対するホールディング機能を共有してきた。この親密な環
境がＡの成長に及ぼした影響は愛着形成をはじめ、きわめて重要である。しか
し、里親家族はライフサイクルにより養育環境を変化させていく。実子の独立
はＡが時々泊まりに行ける新たな社会資源ともなりえたが、家族に固定的に依
存することには危険性を伴うことを示し、養育環境の変化を補完する新たな社
会的・地域的な支援が不可欠である。
3．里親家族のライフサイクルの展開や新たな児童の受託等は、里母の過労
・疾患をもたらし、養育基盤の揺らぎを生み出した。しかしこれらは危機を生
み出しただけではなく子どもの成長を促す契機にもなった。その過程で、里母
が子ども達が、渦のようになって動いていたと表現したが、短期の受託児
3 人を加えた子ども達の手伝いや協働の動きがあった。Ａは不安な感情を様々
な反応で表しつつも、揺らぎ過ぎることなく乗越え、状況への適応を達成し年
齢に応じた成熟を示しつつ成長していったといえる。これを可能にしたのは、
里母のＡに対する変わらぬ気遣いや適切な応答・世話の継続、Ａに対する友人
・教員・スポ小の保護者と監督などのサポ─ト、里親家族の協力、教員や地域
住民の里母への声かけなどがあったからである。日常生活の継続とＡの周りに
里親家族や友だち、地域での豊かな人間関係が育っていたことの意義は大きい。
4．就学後のＡの生活領域に学校生活の占める割合はきわめて大きい。Ａと
里親を入学時から見守り続けた生徒指導主任と担任教員の存在と役割には格別
なものがあった。特に毎朝校門前に立って学童を迎えていた生徒指導主任は、
Ａの様子を見守りつつ、送迎の里母と顔を合わせ、言葉を交わし、時に里親の
話をじっくりと聴き、里親への適切な助言とともに、担任教員へと情報を繫ぎ、
里親と里子を恒常的・継続的に支える学校内の連携体制をつくった
5)
。このよう
に学校組織には、教員間の連携および学校、里親、地域の三者をコーディネー
トする里親制度等に熟知しており、継続的に支援できる教員の配置が里親養育
支援の一環として必要である。
5．Ａは、真実告知を経て里母と実母との二重の関係性を意識しはじめて、
アイデンティティの危機を迎えている。里母は、Ａの気持ちを慮って実母との
面会を実現させたいと願っている。真実告知に由来する子どもの実親への認識
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とアイデンティティ形成への支援、及び家族再統合に向けた実親へのアプロー
チや調整への支援は、時機が重要なポイントとなる。児童相談所のソーシャル
ワーカーと、子どもの心身の状態を日常生活から常に把握でき、フォローでき
る里親との連携は不可欠である
6．里親は、Ａの生活が就学を契機に地域社会に広がることから、Ａを支援
してくれる人間関係をＡの周りに創出しようする。つまりＡが生きやすい地域
づくりのつくり手としても積極的に機能している。里親による養育環境の地域
創出とは、里親と地域の住民、里親とＡの友だちの保護者、里親と教員などの
間のパーソナルな関係から始まる関係形成であり、里親の熱意と責任感によっ
て動かされて繫がるインフォーマルな支援のネットワークづくりである。この
ような里親の自発的な地域づくりの行為・行動は、社会的養護の一環を担うが
ゆえに里親に求められる行為である。そして、フォーマルな社会的支援は、こ
れら里親の行為・行動を側面で支えるものとして機能していくことが必要であ
る
11)
。
Ⅶ．お わ り に
本論では、就学後の委託児童の育っていく過程を、就学前と同様の方法によ
り得られた情報を整理し、里親家族のライフサイクルの中での里子の成長及び
里親・里子を支えるフォーマルな支援とインフォーマルな支援を整理すること
を試みた。また、単一事例による研究であることの限界はあるが、就学前を含
めると 9年間を通して縦断的に見ることができた個別事例の研究から、その個
別性をくぐってしか見えてこなかったであろう里親養育の 1つの実像を浮かび
あがらせることができたと考える。
里親養育は、里親の家族や家庭の人間関係や生活空間に、子ども(里子)を受
託することである。いわば個人の私的な生活領域に公的な養育機能を抱え込む
ことである。里親養育は私的領域と公的機能の 2つの相容れない性質を併せも
つ環境の中で、両者のバランスの上に成立している。それゆえ、私的領域の利
益と里子の養育が両立している場合は養育基盤の安定性を確保できるが、この
バランスが崩れることで危機を呼び込む可能性が生じる。この点への認識と配
ある委託児童(里子)の成長過程の具体像と里親養育への社会的支援の在り方
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慮が社会的支援の整備には必要ではないだろうか。
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注
1) 里親制度を社会的養護の受け皿として拡充するために、2002年、厚生労働省令
里親の認定等に関する省令、里親が行う養育に関する最低基準)が発効された。
そして、2008年の児童福祉法の改正により、養子縁組里親との混同をさけるために
養育里親と養子縁組里親を制度上、明確に区別した。また、養育里親には里親認定
要件として研修を受けることを義務付け、里親手当を増額した。にもかかわらず、
里親登録数はおもうようには伸びず、厚生労働省は、里親委託を優先原則とした
里親ガイドライン作成により、各都道府県、指定都市、児童相談所設置市及び
その児童相談所並びに里親会、里親支援機関、児童福祉施設等の関係機関が協働し、
より一層の里親委託の推進を図った。2011年 3月20日、各都道府県・指定都市・児
童相談設置市に里親支援ガイドラインについて通知を発出したところである。
2) 日本の里親制度の特色として、要保護児童のケアが施設養護に偏重していること、
国民全体に他人の子どもを家庭に迎え入れて養育するという考え方が根付いてない
こと、長期委託が多いこと、里子と実親との交流が乏しいこと、児童相談所の支援
体制が不十分であること等が指摘されている。
3) 森本美絵・野澤正子(2006)里子Ａの成長過程分析と社会的支援の必要性 里
親家庭Ｃへの継続的インタビューを通して社会福祉学47(1)、32-45。約 4年
間に及ぶ里親の委託児童の養育の実践過程を整理し、里親家庭が子どもの抱える課
題等にどのように取り組んだかの過程を分析した。被虐待児の育ち直し・成長に必
要十分な条件は、特に初期における里親を中心に環境全体の受容的で、共振・共感
的なホールディングの親密な関係性が必要であると結論し、受託直後の初期対応の
里親支援の必要性等を述べた。
4) 上掲注 3 )の中で、幼児期の課題に里親とその家族が、どのようにＡに関わった
かについて具体的に記した。排泄などの基本的生活習慣の自立は、里父、実子、里
子Ｂの受け入れと協力のもとになされた。また、昼間出勤する里母とＡの愛着形成
は、実子ａ、委託児童Ｂの養育の代替であり、定刻の出勤・退社を保障し、Ａ同伴
の勤務を許容した職場環境が支えた。例えば、里父は、実子の子育てよりはるかに
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Ａに多く語りかけ、抱き上げ、時には、肩車までした。また、時々は、年齢の高い
里母に代わり、新婚の実子ａ夫婦がＡを間に川の字で就眠させる等、家族皆が惜し
みなく愛情を注いだ。さらに、Ａの試し行動等は、里親会の先輩里親の体験談と助
言が、実子らのＡばかり、あまやかせすぎーの指摘・非難に対する里母の迷い
・焦る気持ちの抑止力となり、里母の待ちの姿勢、けっして𠮟らないという養育を
支えた。そして、同年齢児との遊びをとおして発達が促されることを期待しての保
育所入園の是非は、発達心理の専門家の助言を受けて決定された。入園した保育所
の園長は、元児童相談所の職員であり、虐待された子どもへの影響に知識を持ち特
別な配慮のある保育の中でＡは体験世界を広げた。
5) 事例の小学校は、本市独自の制度として生徒指導の○○教員 1名の加配がある。
クラス担任を持たず、家庭基盤の弱い子どもの家庭と地域社会と学校をつなぐ役割
である。また、本県独自の制度として、児童虐待に対応する学校の窓口となる教員
として△△教員を置き、虐待に関する研修を受講することを義務づけている。本教
員は、上記の生徒指導の○○教員と△△教員の役職を兼任しており、生徒指導主任
である。
6) 学習ボランティアは、本地域里親会が NPO法人を設立し、実施している事業で
ある。そして、家事援助は、県の里親支援事業の家事援助派遣事業で実施されてい
る。本事例では、同一人物が、学習ボランティアと家事援助の 2つの事業の枠組み
で派遣されている。
7) 県の里親養育相互援助事業である。子どもを委託中の養育里親を対象とし(但し、
2010年より、子どもを委託している里親だけではなく、子どもを委託していない里
親も含む。つまり、登録されている里親を対象とする。) 1年に 3 回実施し、例年最
終回は児童福祉施設で開催する。
8) 県里親会の事業の 1つである。年 1回 1泊 2 日でキャンプ等を開催する。実質的
には、児童相談所の里親指導員と地域担当のソーシャルワーカーが企画・運営する。
対象は、現在子どもを受託している里親と委託児童(里子)である。
9) Ａの様子・家族の状況に対して、様々なフォーマルな支援とインフォーマルな支
援がなされたが、それらを整理して作成した。なお、受託時からのＡの育ちへの支
援を概観するために、上掲注 3 )論文から抜粋して、表 1 の①から④を作成した。
10) 本地域里親会独自の仕組みである。里親が地域里親会に関係者会議の開催を要請
すると、地域里親会から児童相談所に会議開催について連絡をし、児童相談所の
ソーシャルワーカー、民生・児童委員、学校教員等、さらに必要に応じて、自治会
役員や子ども会役員等へと対象者をひろげて開催される。
11) 2011年 3月20日に発出された厚生労働省里親委託ガイドラインでは、里親支
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援 地域の子育て情報の提供の項目において、里親に対し、子どもが通う幼稚園
や学校等を訪問し、里親制度や通称使用などの理解を求め、協力を依頼するように
指導する。必要な場合は、児童相談所の担当者は関係機関等を訪問し、調整する。
とされた。筆者らは、里親が地域に働きかけやすい環境をつくるために、まずは児
童相談所の担当者が地域に出向くべきだと考える。
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